
ロボットを活用し生産性の高い農業をする会社レグミン
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会社概要

会社名 株式会社レグミン

所在地 〒366-0052 埼玉県深谷市上柴町西 7-16-16

設立 2018 年 5 月

事業内容 農業ロボット・IoTデバイスの研究開発
農作業受託サービス

受賞歴 2020年 深谷市DEEP VALLEY Agritech Award2020
 現場導入部門最優秀賞

2023年 第1回埼玉ニュービジネス大賞
 大賞

同年 東洋経済「すごいベンチャー100」選出

採択歴 農研機構
令和3年度スマート農業実証プロジェクト 採択
令和5年度戦略的スマート農業技術等の開発・改良 採択

農林水産省
令和4年度補正予算 中小企業イノベーション創出推進事業 採択



これまでの経緯と今後の展開

創業期 改良・実証 事業化

・ロボットのコンセプト策定
・播種～収穫までの研究開発
・自社での小松菜生産

・深谷への移転
・走行部や散布方式の改良
・サービス事業体の検討

・収益性の確認
・事業の拡大に向けた準備
・サービスのプロトタイプ提供

(延べ100ha以上の依頼)

2018 2020 2022
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自律走行型の農薬散布ロボットでのサービスを開始
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事業の広がり

農薬散布サービス

・ロボットの他地域展開

兵庫県のプロジェクトで

採用予定

・見回り負担の軽減

大型農家になると1日がかりで

圃場を回ることが必要な場合も

・作業負担の軽減

ネギの収穫後、皮むき等
で出荷できる状態に。

作業自動化の開発も平行
して実施

・ロボット技術の横展開

ハウス栽培の農薬散布に

ロボット技術を応用
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散布サービスの展開をきっかけに、
新たなニーズ発掘・サービスの創出が可能に

ロボット販売 圃場カメラ販売

ネギ出荷作業
共同研究・開発



ネギ調製の現状の課題

ネギ栽培の精算額は日本全国で1,345億円にも上り、
作業効率の向上による大幅な生産性向上が期待できる

・10aあたり約460時間もの労力
・全体の約3分の2を収穫・調整で占める

作業工数の
多さ

・特に根切りでは熟練の技術が必要とさ
れアルバイトによる代行は難しい

（切りすぎるとB品となり、切らなさすぎると皮むきの
作業効率が低下する）

作業難易度
が高い



開発・解決策の概要
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・画像解析で根の位置を推定
・切断位置を自動調整しながら根葉切を実施

→将来的には皮むき・選別工程の自動化・省力化を目指す

ネギ調製装置：収穫後のネギの根葉切と皮むき作業を省力化する機械

・熟練を要さず誰でも高品質に
・ネギ調製の作業時間を短縮
・B品の発生等、ロスを減少

訴求ポイント

・根葉切と皮むきで3~5百万円を想定
・導入者のコストメリットの検証も
行いたい

販売・普及に向けて
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